
　

二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
午
前
六
時

直
前
〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
西
部
時
間
〕、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
を
中
心

に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
三
の
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
地
区
に
あ
る
活
断

層
の
働
き
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
招
い

た
二
〇
〇
四
年
一
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島

沖
地
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
一
と

い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
比
較

す
れ
ば
巨
大
地
震
と
は
い
え
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
震
源
地
が
内

陸
寄
り
で
あ
っ
た
た
め
直
下
型
地
震
と

な
り
、
被
害
が
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
被
害
の
正
確
な
規
模
は
い
ま
だ

に
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
六
〇
〇

〇
人
前
後
の
死
者
が
出
た
と
考
え
ら
れ

る
。
全
半
壊
し
た
家
屋
数
も
報
告
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
二
〇
万

戸
以
上
に
な
る
も
よ
う
で
あ
る
。
地
震

の
規
模
に
比
較
し
て
被
害
が
拡
大
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
単
に
煉
瓦
を

積
み
上
げ
た
だ
け
の
低
耐
震
構
造
住
宅

が
多
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

　

現
地
の
人
た
ち
は
、
こ
の
地
震
を

「
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
震
」
と
呼
ん

で
い
る
。
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

は
州
と
同
格
の
特
別
行
政
区
域
で
、
州

都
で
あ
る
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
ほ

か
四
つ
の
県
（kabu

paten

）
か
ら
成

る
が
、
今
回
の
地
震
の
被
害
が
最
も
大

き
か
っ
た
の
は
、そ
の
な
か
の
バ
ン
ト
ゥ

ル
（B

an
tu

l

）
県
で
あ
る
。
実
際
、
死

者
の
三
分
の
二
は
こ
の
県
で
生
じ
て
い

る
と
い
う
。
建
物
の
倒
壊
率
は
五
割
か

ら
七
割
で
、
八
割
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

●
震
災
被
害
報
告
会

　

筆
者
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
資

料
収
集
お
よ
び
資
料
事
情
調
査
の
一
環

と
し
て
二
〇
一
二
年
一
一
月
当
初
に

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
訪
問
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

当
地
区
図
書
館
の
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震

に
よ
る
被
災
状
況
の
聞
き
取
り
を
計
画

し
た
。
さ
い
わ
い
当
地
区
図
書
館
界
の

重
鎮
で
あ
る
前
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
図
書

館
長
イ
ダ
氏
（Id

a F
ajar P

riyan
to

）

か
ら
仲
介
の
労
を
い
た
だ
き
、
現
地
で

震
災
被
害
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
な
っ
た
。
報
告
会
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ

ル
タ
地
区
司
書
協
会
主
催
に
よ
り
、
一

一
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。
イ
ダ
氏
は

当
日
ア
メ
リ
カ
出
張
中
の
た
め
、
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
の
参
加

と
な
っ
た
。
会
議
に
は
、
同
地
区
の
各

種
図
書
館
か
ら
二
〇
名
ほ
ど
が
参
加
し

た
。
報
告
の
詳
細
を
こ
こ
に
述
べ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
被
害
の
概
要
、
復

旧
作
業
の
内
容
と
進
行
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
再
開
と
評
価
に
大
別
で
き
る
。

特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
、
通
信
網

が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
た
め
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
が
遅
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
作
業
が
長
期
間
不
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
業
務
が
完
全
に
再
開
し
た
の

は
、
地
域
全
体
と
し
て
は
二
〇
一
〇
年

に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
の

期
間
は
、
カ
ー
ド
目
録
を
作
成
し
た
り

し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
業
務
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
地
区
内
で
最
大
の
被
害
を
被
っ
た
の

は
、
専
門
図
書
館
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
芸

術
研
究
所
図
書
館
と
公
立
図
書
館
の
バ

ン
ト
ゥ
ル
図
書
館
で
あ
る
。
前
者
は
海

岸
に
近
い
た
め
、
地
震
よ
り
も
津
波
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
バ
ン

ト
ゥ
ル
図
書
館
は
実
際
に
訪
問
し
、
復

旧
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
写
真
参
照
）。

震災被害報告会の様子。画面はイダ氏（筆者撮影）

特 集
災害と図書館

東
川
　
繁

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震

― 

地
域
社
会
と
図
書
館 

―
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●
地
域
社
会
へ
の
貢
献

　

報
告
会
に
お
い
て
各
図
書
館
の
被

災
・
復
興
状
況
以
上
に
報
告
の
時
間
が

割
か
れ
た
の
は
、
地
域
住
民
に
対
す
る

図
書
館
の
貢
献
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
象
徴
的
に
繰
り
返
さ
れ
た
の
は
ゴ

ト
ン
・
ロ
ヨ
ン
（go

to
n
g ro

yo
n
g

）

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。「
相
互
扶
助
」

な
ど
と
訳
さ
れ
る
が
、
ジ
ャ
ワ
を
中
心

と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
社
会
の

特
質
を
表
す
概
念
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て

い
る
。

　

地
震
に
限
ら
ず
大
き
な
災
害
の
発
生

後
は
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
が
問
題
に
な
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
構
造
は
若
年
者

の
多
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
だ
が
、
そ
れ
も

あ
っ
て
か
、
特
に
子
供
た
ち
の
心
の
ケ

ア
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
区
の

図
書
館
が
中
心
に
な
り
、
本
の
読
み
聞

か
せ
会
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
報
告
に

よ
る
と
、
子
供
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入

り
、
次
回
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
図
書

館
の
多
く
が
施
設
の
被
害
を
受
け
た
た

め
、
従
来
の
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
中
心
か

ら
自
動
車
を
利
用
し
た
移
動
図
書
館

（
ブ
ッ
ク
モ
ビ
ー
ル
）
中
心
の
サ
ー
ビ

ス
に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
住
民
に
も

好
評
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

図
書
館
員
と
し
て
の
本
来
の
業
務
以

外
で
地
域
社
会
を
支
え
る
活
動
も
報
告

さ
れ
た
。
一
例
と
し
て
、
バ
ン
ト
ゥ
ル

県
ジ
ュ
テ
ィ
ス
（Jetis

）
郡
の
ブ
ル

ス
ク
ロ
ン
（B

u
lu

s K
u
lo

n

）
地
区
で

は
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
図
書
館
の
職
員

が
地
震
発
生
の
翌
月
に
被
災
地
に
出
か

け
、瓦
礫
の
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

同
図
書
館
に
勤
務
す
る
職
員
の
家
族
が

犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
と
い
う
。
同
僚
約
三
〇
人
は
、

ス
コ
ッ
プ
、
バ
ケ
ツ
、
く
わ
、
担
架
、

一
輪
車
な
ど
瓦
礫
収
集
・
運
搬
用
の
道

具
類
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
テ
ン
ト
、

食
料
、
飲
料
も
持
参
す
る
と
い
う
「
完

全
装
備
」
で
現
地
入
り
し
た
。
道
路
に

山
積
し
た
瓦
礫
を
数
カ
所
に
集
め
て
歩

道
を
確
保
し
、
住
民
の
通
行
や
仮
設
住

宅
用
建
設
資
材
の
運
搬
を
容
易
に
し
た

と
い
う
。

●
図
書
館
間
国
際
交
流
の
重
要
性

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

側
が
図
書
館
災
害
に
関
連
す
る
外
国
の

情
報
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
強
く
求
め
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
被
災

時
の
援
助
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
の
国
際
協
力
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
同
じ
地
震

多
発
国
で
あ
る
日
本
に
対
す
る
関
心
は

高
い
。
報
告
会
で
も
日
本
関
連
の
質
問

が
多
く
出
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
図
書
館
界
の
対

応
を
は
じ
め
と
し
て
、
図
書
館
の
耐
震

構
造
・
設
計
、
耐
震
対
応
書
架
、
備
蓄

用
品
な
ど
施
設
・
設
備
に
関
す
る
こ
と
、

デ
ー
タ
の
保
存
・
保
守
、
図
書
館
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
図
書
館
間
の
国
際
的
な
協
力

体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

（
ひ
が
し
か
わ　

し
げ
る
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

図
書
館
資
料
企
画
課
）

奥が新築されたバントゥル図書館。手前は日本の援助で建設さ
れた血液センター（筆者撮影）

震災前の姿に復元された旧バントゥル図書館。現在は震災記念
館となっている。右側は血液センターの屋根（筆者撮影）

震災後ガジャマダ大学内に設置された災害対応施設（筆者撮影）
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